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ま
え
が
き

鉄
道
が
は
じ
め
て
群
馬
に
到
達
し
た
明
治
十
六
年
十
二
月
現
在
で
、
四
十
七
都
道
府
県
の
う
ち
鉄
道
が
あ
っ
た

の
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
、
滋
賀
、
福
井
、
岐
阜
、
北
海
道
の
十
都
道
府
県
の
み
で

あ
っ
た
か
ら
、
か
な
り
早
い
時
点
で
近
代
的
交
通
機
関
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。

群
馬
の
地
を
鉄
道
史
の
視
点
で
調
べ
て
み
る
と
、
全
国
的
に
み
て
も
興
味
深
い
事
実
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。
中
山
道
鉄
道
幹
線
の
着
工
と
そ
の
後
の
中
止
、
碓
氷
峠
ア
プ
ト
式
と
松
井
田
駅
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
式
の

敷
設
、
国
鉄
初
の
碓
氷
峠
電
化
、
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
清
水
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
と
ル
ー
プ
式
ト
ン
ネ
ル
に
よ
る
勾

配
の
克
服
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
軽
井
沢
と
草
津
温
泉
を
結
ん
だ
草
軽
電
鉄
も
、
観
光
客
に
親
し
ま
れ
た
。
そ
し

て
上
越
新
幹
線
、
北
陸
新
幹
線
の
開
業
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

本
書
は
、
開
業
か
ら
百
三
十
年
を
経
た
群
馬
の
鉄
道
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
注
目
す
べ
き
項
目
を
設
定
し
て

記
し
た
も
の
で
、
年
代
別
や
路
線
別
に
記
述
し
た
も
の
で
は
な
い
。
群
馬
の
鉄
道
全
体
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
は
、

巻
末
の
年
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
本
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
文
献
を
参
考
に
し
た
が
、
本
文
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記
は
省

略
し
、
参
考
文
献
と
し
て
一
括
し
て
掲
げ
た
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